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ホ
ー
チ
ミ
ン
市
・
大
阪
市
連
携
に
よ
る

低
炭
素
都
市
形
成
に
つ
い
て

泉
　
　
憲

●
都
市
間
協
力
に
よ
る
推
進

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
古
く
か
ら
水
と
の

関
わ
り
が
深
い
「
水
の
都
」
で
あ
る
こ

と
、
首
都
で
は
な
い
が
国
の
経
済
の
要

と
な
る
商
業
都
市
で
あ
る
こ
と
等
、
大

阪
市
と
の
共
通
点
が
多
い
都
市
で
あ
る
。

　

大
阪
市
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
の
間
で

一
九
九
七
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト

ナ
ー
都
市
提
携
を
結
ん
で
お
り
、
二
〇

一
四
年
に
は
姉
妹
港
提
携
後
二
〇
年
に

当
た
る
節
目
の
年
を
迎
え
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
友
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。

　

環
境
分
野
に
お
け
る
課
題
の
類
似
点

も
多
く
、
二
〇
一
〇
年
に
は
「
水
・
環

境
分
野
を
中
心
と
す
る
協
力
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と

の
連
携
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
国
レ
ベ
ル
で
は
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
は
二
〇
一
三
年
七
月
に
、「
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（Joint Crediting 

M
echanism

：
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）」
を
締
結
し

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
阪
市
で

は
副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
都
市
計
画
局
や

建
設
局
、
経
済
戦
略
局
な
ど
の
部
門
横

断
的
な
組
織
で
あ
る
大
阪
低
炭
素
都
市

開
発
支
援
本
部
を
設
置
し
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
の
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

実
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
を
経
て
、
二

〇
一
三
年
一
〇
月
に
は
、「
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
・
大
阪
市
低
炭
素
都
市
形
成
に
向

け
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
人
民
委

員
会
委
員
長
と
大
阪
市
長
と
の
間
で

「
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
・
大
阪
市
低
炭
素
都

市
形
成
に
向
け
た
覚
書
」
を
締
結
し
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
気
候
変
動
対
策
実
行

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
戦
略
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

●
計
画
的
・
戦
略
的
な
推
進

　

大
阪
市
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
低
炭
素

都
市
形
成
を
計
画
的
か
つ
戦
略
的
に
進

め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
ず
、
低
炭
素
都
市
形
成
の
実
現
に

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
効
果
的
な
削
減
が

必
要
で
あ
る
。
大
阪
市
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

が
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
の
九
割

以
上
を
占
め
て
い
る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
お
い
て
も
建
物
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

改
修
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

な
ど
に
よ
り
、
都
市
の
省
エ
ネ
化
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
を
め

ざ
す
。

　

さ
ら
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
廃
棄

物
の
増
加
や
水
質
劣
化
な
ど
の
課
題
も

抱
え
て
い
る
た
め
、
健
全
な
発
展
に
向

け
て
、
総
合
的
な
政
策
の
展
開
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
、
都
市
開
発

を
進
め
る
際
に
は
、
廃
棄
物
管
理
や
水

質
管
理
の
た
め
の
静
脈
イ
ン
フ
ラ
施
設

の
用
地
を
前
も
っ
て
確
保
し
、
環
境
負

荷
の
低
減
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
を

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
共
有
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
生

産
年
齢
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
の
成
長
と
と
も
に
、
交
通
渋
滞
や
電

力
不
足
、
都
市
洪
水
な
ど
、
様
々
な
問

題
が
よ
り
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
大
阪
市
は
交
通
政
策
や
住

宅
政
策
、
産
業
政
策
な
ど
と
調
和
し
た

総
合
的
な
施
策
を
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
気

候
変
動
対
策
実
行
計
画
に
盛
り
込
む
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。

ホーチミン市・大阪市低炭素都市形成に向けた国際シンポジウム
（提供：大阪市環境局環境施策部）
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費
向
上
や
安
全
運
転
に
資
す
る
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
を
用
い
た
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ベ
ト
ナ
ム
国
で

の
環
境
省
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
第
一
号
案
件
と
し

て
二
〇
一
四
年
八
月
に
事
業
着
手
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
分
野
で
は
、
卸
売
市

場
か
ら
排
出
さ
れ
る
有
機
廃
棄
物
を
用

い
た
メ
タ
ン
発
酵
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
バ

イ
オ
ガ
ス
の
回
収
事
業
が
二
〇
一
四
年

度
内
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
の
政
策

対
話
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
バ
イ
ク
や
自
動

車
に
よ
る
都
心
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
慢

性
的
な
交
通
混
雑
や
大
気
汚
染
の
発
生
、

交
通
事
故
の
多
発
な
ど
の
重
大
な
課
題

が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
地
下
街
は
歩
行
者
に
と
っ

て
安
全
な
通
路
の
確
保
が
で
き
る
と
と

も
に
、
道
路
の
下
の
新
た
な
公
共
空
間

と
し
て
も
有
効
活
用
で
き
る
。
ま
た
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間
形
成
に
も
貢
献

す
る
。
大
阪
市
は
日
本
で
初
め
て
地
下

街
を
整
備
し
た
都
市
で
あ
り
、
市
内
一

〇
カ
所
の
地
下
街
を
整
備
し
て
い
る
。

　

現
在
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
中
心
部
の
ベ

ン
タ
イ
ン
市
場
周
辺
で
は
、
地
下
鉄
駅

と
連
動
す
る
地
下
街
整
備
の
計
画
が
あ

　

こ
れ
ら
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
で
は
、
今
年
中
に
気
候
変
動

対
策
実
行
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

　

気
候
変
動
対
策
実
行
計
画
を
よ
り
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
実
情
に
応
じ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
を
活
用
し
て
、
官
民

連
携
に
よ
り
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

交
通
分
野
で
は
、
渋
滞
や
交
通
事
故

の
発
生
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
、
燃

る
。
大
阪
市
の
知
見
や
経
験
を
活
か
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
た
安
全
な

公
共
交
通
機
関
の
整
備
を
必
要
と
し
て

い
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
地
下
街
の
整
備

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
近
年
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は

地
表
水
や
地
下
水
の
水
質
劣
化
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
安
全
に
利
用
で
き
る

水
と
し
て
雨
水
の
再
利
用
に
高
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

第
四
区
の
小
学
校
に
、
雨
水
利
用
と
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
向
け
て
、
協

議
を
進
め
て
い
る
。
当
該
小
学
校
へ
の

設
備
導
入
が
実
現
す
れ
ば
、
雨
水
か
ら

飲
み
水
に
な
る
仕
組
み
や
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
体
感
で
き
る
な
ど
環
境

学
習
に
も
活
用
で
き
、
さ
ら
に
、
他
の

地
域
へ
の
普
及
拡
大
に
も
つ
な
が
る
波

及
効
果
の
大
き
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
気
候
変
動
対
策
実
行
計
画
に
盛
り

込
み
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
等
の
資
金
ス

キ
ー
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
官
民
連
携

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

●
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
お
け
る
低
炭

素
都
市
の
形
成
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
の
協

議
を
通
し
て
彼
ら
の
真
摯
な
姿
勢
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
時
に
は
予
定
時
間
を
延

長
し
て
議
論
を
続
け
よ
う
と
迫
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
良
い
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
と
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
お
い
て
、
気
候
変

動
対
策
実
行
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
て

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
確
実
に
実
現
で
き

れ
ば
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
が
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
低
炭
素
都
市
形
成
の
リ
ー

ダ
ー
都
市
と
し
て
躍
進
す
る
と
確
信
し

て
い
る
。

　

大
阪
市
と
し
て
は
、
こ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
を
、
今
後
も
引
き
続
き
、
全
力
で

支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
い
ず
み　

け
ん
／
大
阪
市
環
境
局
環

境
施
策
部
都
市
間
協
力
担
当
課
長
）

図１　ホーチミン市の低炭素都市形成に向けた実施体制図

（出所）　大阪市環境局環境施策部にて作成。
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